
告

示

名

称
公
明
党
本
部
周
辺
地
域

期

間
平
成
二
十
三
年
一
月
十
七
日
か
ら
平
成
二

十
四
年
一
月
十
六
日
ま
で

地

域
東
京
都

新
宿
区
南
元
町

信
濃
町

霞
岳
町
（
環
状
三
号
線
（
外
苑
東

通
り
）
の
部
分
及
び
同
線
の
東
側

部
分
に
限
る
。）

東
京
都

港
区

元
赤
坂
二
丁
目
（
二
番
に
限
る
。）

北
青
山
一
丁
目
（
六
番
及
び
七
番

に
接
す
る
環
状
三
号
線
（
外
苑
東

通
り
）
の
部
分
に
限
る
。）

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま
れ

る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年

法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ
な
い

道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と
も
一

方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間
並

び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す
る
交

差
点

名

称
社
会
民
主
党
全
国
連
合
周
辺
地
域

地

域
東
京
都

千
代
田

区

隼
町

麹
町
一
丁
目
（
一
番
、
三
番
、
五

番
及
び
七
番
に
限
る
。）

平
河
町
一
丁
目
（
七
番
か
ら
九
番

ま
で
に
限
る
。）

平
河
町
二
丁
目
（
一
番
か
ら
三
番

ま
で
及
び
七
番
か
ら
十
六
番
ま
で

に
限
る
。）

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま
れ

る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年

法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ
な
い

道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と
も
一

方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間
並

び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す
る
交

差
点

期

間
平
成
二
十
三
年
一
月
十
七
日
か
ら
平
成
二

十
四
年
一
月
十
六
日
ま
で

平成™š年˜月˜š日 木曜日 第œ›�š号官 報

様
式
第
八
号
\
〔
注
意
〕
５
中
「１

．
２
．
３
．

」
を
「１

．
２
．
３
．
４
．

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
徴
収
則
」
と
い
う
。）様
式
第
六
号
に
よ
る
概
算
保
険
料
申
告
書
、
増
加
概
算

保
険
料
申
告
書
及
び
確
定
保
険
料
申
告
書
並
び
に
旧
徴
収
則
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
労
働
保
険
事
務
等
処
理
委
託
解

除
届
並
び
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
労
働
省
関
係
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
以
下
「
旧
石
綿
則
」
と
い
う
。）様
式
第
一
号
に
よ
る
一
般
拠
出
金
申
告
書
及
び
旧
石
綿
則
様
式
第
八
号
に

よ
る
労
働
保
険
事
務
等
処
理
委
託
解
除
届
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
保
険
の
保
険
料

の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
徴
収
則
」
と
い
う
。）様
式
第
六
号
に
よ
る
概
算
保
険
料
申
告
書
、

増
加
概
算
保
険
料
申
告
書
及
び
確
定
保
険
料
申
告
書
並
び
に
新
徴
収
則
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
労
働
保
険
事
務
等
処

理
委
託
解
除
届
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
労
働
省
関
係
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
石
綿
則
」
と
い
う
。）様
式
第
一
号
に
よ
る
一
般
拠
出
金
申
告
書
及
び
新
石
綿
則
様
式
第
八

号
に
よ
る
労
働
保
険
事
務
等
処
理
委
託
解
除
届
と
み
な
す
。

３

新
徴
収
則
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
概
算
保
険
料
申
告
書
、
新
徴
収
則
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
増
加
概
算
保
険
料
申
告
書
、
新
徴
収
則
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
確
定
保
険
料
申
告
書
及
び
新
徴
収

則
第
六
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
保
険
事
務
等
処
理
委
託

解
除
届
並
び
に
新
石
綿
則
第
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
拠
出
金
申
告
書
及
び
新
石
綿
則
第
二
条
の
八
第

二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
保
険
事
務
等
処
理
委
託
解
除
届
は
、
当
分

の
間
、
な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

住
所
埼
玉
県
川
口
市
東
領
家
３
丁
目
1
5番

2
3号

サ
ユ
リ
・
レ
イ
・
バ
サ
平
成
1
5年
７
月
2
4日
生

住
所
東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
南
１
丁
目
2
7番
５
号

毛
慧
娟
昭
和
5
1年
７
月
６
日
生

住
所
宮
崎
県
都
城
市
都
北
町
7
5
1
6番
地
８

王
元
鋳
昭
和
5
1年
２
月
2
6日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
桃
谷
４
丁
目
１
番
2
2号

姜
盛
珠
昭
和
4
1年
１
月
７
日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
鶴
橋
４
丁
目
４
番
８
号

ˆ
È
訓
昭
和
2
9年

1
0月
５
日
生

宋
淳
美
昭
和
3
4年
２
月
1
2日
生

ˆ
善
恵
昭
和
6
0年
５
月
2
0日
生

ˆ
理
恵
昭
和
6
1年
９
月
６
日
生

ˆ
宏
恵
平
成
２
年
1
0月

1
6日
生

住
所
京
都
市
西
京
区
樫
原
宇
治
井
町
３
番
地
９

高
稚
恵
昭
和
5
9年
１
月
1
6日
生

住
所
鹿
児
島
市
桜
ケ
丘
６
丁
目
８
番
地
２

楊
宏
慶
昭
和
3
9年
７
月
1
7日
生

住
所
千
葉
県
船
橋
市
行
田
３
丁
目
１
番
1
2
`
7
0
7号

金
東
勲
昭
和
5
2年

1
0月

2
1日
生

住
所
長
崎
市
新
地
町
６
番
5
6
`
4
0
9号

楊
京
子
昭
和
2
9年
９
月
1
0日
生

〇
法
務
省
告
示
第
十
七
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
三
年
一
月
十
三
日法

務
大
臣

仙
谷

由
人

住
所
千
葉
市
花
見
川
区
作
新
台
８
丁
目
１
`
2
0
4号

フ
ァ
ン
・
ビ
ッ
ク
・
フ
ォ
ン
昭
和
4
9年
４
月
2
0日
生

住
所
神
奈
川
県
大
和
市
上
草
柳
３
丁
目
1
4番
７
号

グ
ェ
ン
・
タ
ン
・
ダ
ッ
ト
昭
和
5
9年
４
月
2
5日
生

住
所
東
京
都
港
区
台
場
１
丁
目
３
番
３
`
4
0
4号

ア
リ
・
ト
ル
ク
メ
ン
・
ア
ジ
ャ
ル
昭
和
5
2年
７
月
６

日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
新
今
里
６
丁
目
1
1番

1
7
`
1
0
0
5号

®
雅
芳
昭
和
5
6年
１
月
８
日
生

住
所
川
崎
市
中
原
区
北
谷
町
3
1番
地
１

洪
維
Ÿ
昭
和
5
9年
９
月
３
日
生

住
所
川
崎
市
中
原
区
丸
子
通
２
丁
目
6
8
2番
地
1
3

®
怡
慧
昭
和
4
9年

1
1月

1
0日
生

住
所
福
岡
市
西
区
西
の
丘
３
丁
目
2
8番
６
号

劉
瓊
寧
昭
和
5
1年
２
月
1
9日
生

住
所
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
３
丁
目
2
2番
５
号

洪
崇
文
昭
和
4
9年

1
1月

1
3日
生

住
所
京
都
市
南
区
八
条
内
田
町
7
4番
地
５

林
營
u
昭
和
８
年
７
月
1
9日
生

Ô
順
南
昭
和
1
1年
３
月
２
日
生

住
所
京
都
市
南
区
壬
生
通
八
条
下
る
東
寺
町

5
1
6番
地

１林
光
奎
昭
和
3
7年
７
月
2
7日
生

姜
廣
子
昭
和
4
2年
１
月
1
3日
生

林
亮
介
平
成
５
年
1
2 月

2
5日
生

林
宥
樹
平
成
８
年
１
月
2
2日
生

林
紗
矢
佳
平
成
1
1年

1
1月
６
日
生

〇
金
融
庁
告
示
第
一
号

ス
ミ
セ
イ
損
害
保
険
株
式
会
社
が
保
険
契
約
の
全
部
に

係
る
保
険
契
約
の
移
転
を
し
た
こ
と
に
伴
い
、
保
険
業
法

（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
百
七
十
三
条
第
一
項

第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
社
の
同
法
第
三
条
第
一
項
の

免
許
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
百
七
十
四

条
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
一
月
十
三
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

〇
総
務
省
告
示
第
十
九
号

国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及
び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域

の
静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第

九
十
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
議
長

の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

地
域
を
政
党
事
務
所
周
辺
地
域
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
一
月
十
三
日

総
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

村
田

蓮
舫

〇
総
務
省
告
示
第
二
十
号

国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及
び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域

の
静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第

九
十
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
議
長

の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

地
域
を
政
党
事
務
所
周
辺
地
域
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
一
月
十
三
日

総
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

村
田

蓮
舫

住
所
名
古
屋
市
港
区
新
船
町
２
丁
目
１
番
地
2
4

テ
ィ
ン
・
テ
ィ
ン
・
ト
ゥ
エ
昭
和
5
0年
１
月
1
0日
生

住
所
静
岡
市
駿
河
区
小
黒
１
丁
目
４
番
3
0号

徐
国
臣
昭
和
4
8年
９
月
1
2日
生

住
所
静
岡
市
葵
区
瀬
名
中
央
３
丁
目
８
番
2
0
`
1
0
2号

上
官

昭
和
5
7年
８
月
3
0日
生

住
所
千
葉
県
市
川
市
富
浜
３
丁
目
８
番
1
9
`
3
0
1号

梁
吉
孝
昭
和
4
2年
２
月
2
6日
生

住
所
埼
玉
県
川
口
市
西
川
口
１
丁
目
４
番
１
`
6
0
8号

林
凱
翔
平
成
1
8年
８
月
９
日
生

住
所
堺
市
南
区
晴
美
台
１
丁
2
9番

1
3
`
1
1
0号

周
楊
昭
和
5
8年
６
月
７
日
生

住
所
東
京
都
新
島
村
本
村
２
丁
目
５
番
1
2号

金
燕
昭
和
4
5年

1
0月
２
日
生

住
所
三
重
県
四
日
市
市
三
重
４
丁
目
２
番
地

金
政
華
昭
和
2
4年
８
月
2
0日
生

住
所
三
重
県
四
日
市
市
三
重
４
丁
目
1
1番
地

尹
航
昭
和
5
3年
３
月
2
8日
生

尹
嘉
欣
平
成
2
1年
２
月
2
1日
生

š


		2011-01-13T00:13:42+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）


		2011-01-13T00:18:56+0900
	e-timing EVIDENCE 3161
	AMANO Time Stamp Service




